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断した．

　同年11月に当院外科にて腹腔鏡補助下脾臓摘

出術を施行．術後，白血球数および血小板数は増

加し，2014年2月のCTにて胃静脈瘤は消失して
いた，

35高齢者慢性腎不全合併肝性脳症に対し，
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36　当科における肝硬変症例の門脈血栓の現状と
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　Vasopressin　V2受容体拮抗薬であるトルバプタ

ンは電解質の排泄に直接影響しない水利尿薬で

あり，今回その治療効果および副作用について検

討したので報告する．

　症例の総数は7例で，平均年齢は69．3歳，男性

3例，女性4例，背景肝はB型肝炎が1例，C型

肝炎が4例，NASHが2例であった．肝機能とし

てはchild－Pugh分類で平均104点であった．

　トルバプタンの7日間の投与で平均約2㎏の

体重減少が見られたが，ナトリウム値およびクレ

アチニン値には変化を認めなかった．

　中止例は3例あったが，トルバプタンの副作用

によるものはなかった．長期投与では，次第に体

重が増加してくることが確認された．

　トルバプタンは重篤な副作用は認めず，比較的

安全に使用することが可能と考えられた．しかし

次第に利尿効果が次第に低下してくるものと考

えられ，より高容量での使用が認可されることが

期待される．
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　肝硬変のこむら返りに苦しむ患者に対して，レボ

カルニチン塩化物（LC）を使用した．全例600－

900mgを用いたが，全例においてこむら返りの自

覚頻度は低下した．1例において600mgでは十分

な改善を得られなかったが，900mgに増量するこ

とで症状の改善を得ることができた．用量依存性

である可能性があると思われるが，その至適量の

設定には様々な報告がある．またLCは，内服コ


